
















として参加された方から、次のようなメールをいただいた。﹁様々な分野からの学際的研究と、皆様が和気藹々と自由に発言していらっしゃるご様子に、深く感銘を受けました﹂と。主催者 あまり意識したことはなかったが、自由に発言できる雰囲気は確かにそうかもしれない。これまで参加した海外を含むさまざまな研究会の中 は 限られた人しか発言できなかったり、発言が憚られる雰囲気があったりするようなものも存在していたからだ。
共同研究会とは、国際日本文化研究センターのもっとも重






として滞在されていたロ レンス・マルソ さんにお願いした。マルソーさんは、ニュージーランド オークランド大学で日本の近世文学を研究されている。海外の研究動向も視野に含めて共同研究会を開催すべく、マルソーさんにご協力を仰いだ。
なるべく多彩で異なる学問分野の研究者に参加してもらう
ため、公募を行っ 知り合いの 者だけからなる﹁仲良し研究会﹂では困るのだ。まずはマルソー んに、海外の日本研究者のネットワーク、文学 者 メーリングリストなどを使って広く呼び掛けてもらい、研究者 募った。また私自身も、リクルート活動 勤しん さまざまな研究会や学会、懇親会に積極的にでかけ、お しろい をしている人を探した。
その一つが、二〇一七年夏に東京藝術大学で開催された美
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てみることにした。京大のある研究者の方からは、多忙 中二〇分の時間をい だき、具体的にどのような研 課題に取り組むのかを説明しようとした。とは言え、明確 結論が見えているわけではなく、むしろ共同研究会を通じて新たな地平を開拓したいと考えていたので、緊張もあり説明は どろもどろとなった。すぐに時間が経って そ 方 次 面談のため研究室を去って行 れた。あとに残された私 、研究室
の創設前から助手をやっています、という﹁研究室の主﹂のような品の良い女性が煎れてくださったお茶をいただきながら、別 研究者の方と話が盛り上がり、厚かましくも研究会に来てもらう約束をした。
文系、理系のさまざまな分野の方々による共同研究会と
なったので、当初、多くの方々が﹁アウェイ﹂感を感じておられたようだ。また、日文研 これまでの各種研究会やシンポジウムに比べて 女性 占める比率 高くな たのも特筆すべきことであろう 私は﹁身体イメージ共同研究会﹂のロゴ・マークまで作り、念入りに準備を行った。
三年間の共同研究会では、各年、個別のテーマを設定し、
集中的に議論で るよう した。一年目は﹁身体部位のイメージの解明﹂ 、二年目は﹁身体全体のイメージ 解明﹂ 、三
年目は﹁儀礼・祭礼・芸能等における身体の使い方とイメージの解明﹂である。
身体の各部位をテーマにした初年








細見美術館︶を共同研究会の一環として皆で見学し、展示の企画者でもあった石上阿希 ん、木場貴俊さんに解説 してもらったこともある。折 も前日に沢山美果子さんが発表された、近世の胎児と子宮の様子を描い 絵の展示もあり、実物を鑑賞しながら議論をするという絶好 場も実現した。
共同研究会では、時間の関係で議論し尽くせなかった課題
を、次回、掘り下げて取り組むように 。人文社会科学と




と言い、そのような状態は決して特異なものではなく、男女のあり方のグラデーションの一つ、と説明された。学部生向け授業のためにご自身が工夫して制作されたＤＶＤを用いて、発生学的に男女の生殖器官 どのように作られる かをわかりやすく図式化してくださっ 。海外からも数人の研究者が参加していたので、最新 ジェンダー研究の成果を共有し、それについて英語と日本語を交えて、医学、発生学、歴史学、人類学などの観点からディスカッションを行った。またスカイプを通し 海外の研究者の意見も聞くな ネットワークはさらに広がった。
この時、オックスフォード大学から参加した文化人類学者






































口減少と それに起因する諸事項だ。日本の人口は二〇〇八年の一億二八〇〇万人をピークに、過去に例 みないほどの急速な減少に転じて る。二〇五三年には一億人を切り、二一〇〇年には現在の半分以下にな と予測されている。
今後、大災害や戦争が起きたり、移民を大量に受け入れ
りしない限り、人 予測が大き はずれるこ ないといわれている。前二者は起きてほしくはないし、大量の外国人を自国民と て迎え入れる覚悟も準備も、この国にはまだようだ。
予測どおりならば、二〇〇八年に二二パーセントだった高
齢化率は、二一〇〇年には三八パーセント なる。経済成長がままならないなかで、家計の可処分所得は一九九七年から減少しはじめ、二〇一五年には一九八 代半ばの水準に戻っている。
人口が縮小・高齢化し豊かさが失われるなかで、社会にさ
まざまな分断 起きている。富裕と貧困、東京と地方、本土と沖縄、 ﹁日本人﹂とそれ以外、高齢者と若者、健常者と障
